
子供の声を施策に反映 高校生いじめ防止協議会について

会次第：１ 教育委員会挨拶
２ これまでの協議の概要について報告
３ アンケート結果の考察・協議
４ 高校生いじめ防止協議会からの提案

報告資料（１）
令和６年11月28日
指 導 部

１ 開催内容

２ 各委員によるアンケート結果の考察・提案

ねらい：子供が本音で、思いや考えを交わす場を創出し、子供がいじめ防止について考えることを通して、

どのような取組が必要であるかを議論し、協議を通して必要な取組を考える。

カウンセリングルームの開放や、オンラインカウンセリングの併用など、
いつでも相談できる環境が必要ではないか。

子供たちがいじめを見逃さない環境を作ることが必要ではないか。

地域との関わりを増やすことで、子供たちが気軽にＳＯＳを出せる
ようになり、いじめ防止や早期発見につなげることができないか。

３ 協議の内容

開催日時：11月２日（土）午前９時30分～正午

場 所：二庁ホール

参 加 者 ：対面９名、オンライン１名



令和６年11月28日
指 導 部

・いじめは自分たちの問題

という当事者意識をもつ

・いじめを許さないという

雰囲気をつくる

・ＳＮＳの使い方を改善する

・生徒が主体的となる教育活動を
推進する

・いじめアンケートを電子化する
・カウンセリングを電子予約
システムにする

・いじめ防止を身近に意識でき
るグッズを配布する

・グループワークの方法の工夫等、
授業を改善する

・生徒主体の行事を増やす
・カウンセリングルームの開放や
環境を整備する

・いじめに関するポスターを作成
し校内に掲示する

社会に
お願いしたいこと

自分たちが
すべきこと

学校で
行ってほしいこと

４ 高校生いじめ防止協議会からの主な提案

５ 今後の取組

 いじめ総合対策【第３次】の策定

・授業改善、生徒主体の行事・教育活動 等

 子供版「いじめ総合対策」の作成

・当事者意識、雰囲気づくり 等

 高校生いじめ防止協議会の継続実施

具体的取組について今後検討
◆ 困ったときに相談しやすい環境等整備
◆ いじめ防止を身近に意識できる啓発物の作成・配布



実施時期：令和６年８月末～９月上旬 対象：高校生委員の在籍校 回答数：2,499件

設問１ 学年を教えてください。

設問２ 最近友人や先生にされた、嬉しかったことを記入してください。

設問３ あなたが他の人に優しくできたと思うことを記入してください。

設問４ いじめに関して、学校で行ってほしいことを記入してください。

設問５ いじめに関して、国や東京都に行ってほしいことを記入してください。

設問６ 困ったことがあったとき誰に相談しますか？

設問７ あなたは、今までにいじめられた経験はありますか？

設問８ あなたは、悩みがあった時にスクールカウンセラーと話したいですか？

設問９ なぜそう思うのですか？

設問10 どのような相談室（カウンセリングルーム）であれば相談に行きますか？

設問11 いじめ予防のためにした方がいいと思うことを選択してください。

設問12 いじめアンケートの電子化についてどう思いますか？

設問13 なぜそう思うのですか？

設問14 "スクールカウンセラーとの全員面接は、いじめ防止に役立っていると思いますか。

※現在、小学5年生・中学1年・高校1年で実施"

設問15 なぜそう思うのですか？

【参考】アンケート

アンケート項目（高校生員が作成）

回答者のいじめに関する状況

いじめられた経験がある：389人

不快なことをされたことがある：680人

全くない：1,384人

その他：46人

アンケート結果（抜粋）


